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�問題３ �　以下の記事（資料１）と研究レポート（資料 2）を読み，続く設問にお答えください。

（資料１）
　患者集団で検証される新しい治療法の安全性と有効性は、被験者の性別、人種、年齢、生活習慣のような条件によってばらつく
可能性がある。薬の有効性のこのようなばらつきは、多様な患者からなる集団で臨床試験を行うことによってのみ検出可能にな
る。1993 年、米国政府は、連邦から助成を受けて行われる臨床研究に女性と社会的少数者を優先的に参加させることを NIH に
要請する法律を通過させた。さらに 2015 年には、承認された全ての新薬に関して、治験参加者の性別、人種と年齢についての
解析が含まれる Drug Trials Snapshot が FDA によって公刊されるようになった。こうしたバックアップ態勢にもかかわらず、
非営利ニュースメディアの ProPublica などが Snapshot のデータを解析した最近の報告では、事態は改善されていない。FDA
が 2015 年以降に承認した 31 の抗がん剤のうちの 24 の治験では、アフリカ系アメリカ人の割合は 5％以下であった。ちなみに、
米国の人口にアフリカ系アメリカ人の占める割合は 13.4％である。また、多発性骨髄腫を標的とする 4 つの薬の治験ではアフリ
カ系アメリカ人は参加者のほぼ 5％だったが、多発性骨髄腫と診断された人たちの 14％がアフリカ系アメリカ人である。
� （Diversifying clinical trials．Nature Medicine 24, 12 より引用）

【問１】　�資料１の記事を引用し，心理統計の教員は，心理統計の用語を解説しながら，事態を改善するために，以下のような対策
を提案した。文章内にある空欄①～⑥に適した語句を記入してください。

　心理統計の教員：ここでは，患者集団で検証される新しい薬の（　①　）を調べたいのだから，理想的には，患者集団の
（　②　）を行うのが良いでしょう。しかしながら，（　②　）は物理的，時間的な制約を考えて無理があります。そこで，患者集
団を（　③　）とした，標本調査を行うのだが，代表である標本の選び方に偏りが生じていることを資料１の記事は示していま
す。現在，新薬の治験の多くは，（　③　）全体の中からランダムに標本を選ぶ，（　④　）によって標本調査を行っています。資
料１の下線を引いた個所に注目して下さい。これらの治験が（　④　）による標本調査を行っていたかどうかは定かではないが，（　
⑤　）の治験への参加率が低く，真の患者集団における薬の（　①　）のばらつきを反映できていません。そこで，母集団の構成
を考慮しながら，その構造を守りながらランダムに標本を選ぶ（　⑥　）よる標本調査をするべきだと思います。
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資料 2 は，ある睡眠薬の治験の結果である。うつ病などの精神疾患がない原発性不眠症患者を対象に，日本，米国などの 16 の
国または地域で実施された。治療期に高用量の睡眠薬，低用量の睡眠薬，プラセボのどれかを 1 日 1 回就寝前に 3 ヶ月間経口投
与した。症例は 1,022 例（プラセボ群 385 例，低用量群 254 例，高用量群 383 例）であった。日本人は 247 例だった。入眠
効果の結果として Table1，睡眠維持効果の結果として Table2 を参照すると，承認された低用量（非高齢者 20㎎，高齢者 15㎎）
を 3 ヶ月継続した場合，プラセボに比べると主観的睡眠潜時（眠りに入るまでの所要時間）が 5.2 分間短くなり，主観的総睡眠
時間が 10.7 分間長くなった。
� 小田陽彦（2015）．治験データからみた suvorexant の意義　臨床評価，43 より引用

【問２】　�資料２の Table1 および Table2 では，「＊：検定の多重性を調整したうえで統計学的に有意差がみられた項目」とあるが，
治験や群間比較を行う心理学の実験データを解析する際，対応のある二元配置分析と多重比較を用いることが多い。この
ような治験で，対応のある二元配置分散分析を用いて，帰無仮説「本治療薬の投与は，プラセボ投与と比べて，ベースラ
インからの入眠効果や睡眠持続効果に差はない」に対立仮説を設定する場合，どのような対立仮説となり，どのような水
準を独立変数（説明変数）とし，何を従属変数（目的変数）と考え分析するのか，簡潔に説明してください。

【解答欄】

�

�

�

�

【問 3】　この治験終了後，本治療薬の安全性について，以下のような指摘がありました。

　副作用の症例報告 15 例 19 件（「悪夢・睡眠時幻覚」４件、日中の眠気を含む「傾眠」４件、「浮動性めまい」２件、「健忘」１件など）
がありました。この 15 例のうち６例が 80 歳以上でしたが、80 歳以上の日本人は資料 2 の治験に参加していません。特に高齢
者への使用については今後も注意し、場合によっては減薬も必要だと思います。
� （民医連新聞　第 1643 号　2017 年 5 月 1 日より引用）

　この記事や資料 1 を参照して，治験（実験）実施を振り返り，この治験の課題を説明してください。

【解答欄】

�

�

�

�
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東京成徳大学大学院心理学研究科　臨床心理学専攻博士後期課程
入学試験問題

専 門 科 目
�問題１ �　�以下は、子育てにおける父親の役割に関するレビュー論文の一節です。この英文を読んで問 1 ～ 3 に答えてください。

	 In studies that have tested for ① direct effects, fathers influence children’s development across many 
domains through direct interactions or by providing children with educational materials to enhance their learning 
and development (Flouri & Buchanan, 2004). Fathers’ social class—their education and income—is associated 
uniquely and directly with paternal sensitivity during interactions as well as with measures of children’s cognitive 
and language abilities, suggesting that fathers with more education have children who have greater scores on 
such tests (Kalil, Ryan, & Chor, 2014; Ryan, Claessens, & Markowitz,2015; Cabrera, Shannon, & Tamis-LeMonda, 
2007; Malin et al., 2012). Additionally, across socioeconomic status, race, and ethnicity, sensitive and supportive 
fathers have children who are socially competent and have positive friendships in school settings (Cabrera, 
Cook, McFadden, & Bradley, 2011; McDowell & Parke, 2009), and who engage in more complex play and have 
more optimal language outcomes (Malin, Cabrera, & Rowe, 2014; Roggman, Boyce, Cook, Christiansen, & Jones, 
2004).
	 Depending on fathers’ level of involvement, they can affect children’s development positively even when 
they do not live with them (Cabrera, Tamis-LeMonda, Bradley, Hofferth, & Lamb,2000). Although nonresident 
fathers spend significantly less time with their children than resident fathers, the quality of interactions predicts 
outcomes, not the quantity (Cabrera et al., 2000). While the complete absence of a father is associated with less 
success in school, impaired cognitive function, aggression, and delinquency in children (Amato & Gilbreth, 1999), 
children who have contact with their fathers (regardless of the residency status of the father) regulate their 
emotions more effectively than children who have no contact (Vogel, Bradley, Raikes, Boller, & Shears, 2006).
	 In studies on ② indirect effects, fathers also influence their children through the investments of time (parent–
child interactions) and money that result in improvements to the quality of children’s home experiences (Palkovitz, 
2002; Cabrera, Shannon, Mitchell, & West, 2009; Kolak & Volling, 2013). Fathers also influence children through 
the relationship they have with their children’s mother, whether through marital or coparental interactions (Cabrera 
et al., 2009; Kolak et al.,2013), or fathers’ mental health, conflict with mothers, and the stresses brought home 
from work (Kuo, Volling, & Gonzalez, 2017), all of which can harm parenting behaviors (Garfield et al.,2014). 
Fathers’ mental health is often overlooked, despite the fact that the transition to parenthood places men at risk 
for depression, especially for low-income minority men (Garfield et al.,2014), which is likely to affect the entire 
family system, including fathers, their partners, and their children. The relationship between parents also matters, 
and supportive coparenting is associated with fewer behavior problems and greater self-regulatory skills in 
children (Feinberg, Jones, Roettger, Solmeyer, & Hostetler, 2014; Schoppe-Sullivan, Weldon, Cook, Davis, & 
Buckley, 2009; Kolak et al.,2013; Karberg & Cabrera, 2017).

出典：�Natasha J. Cabrera, Brenda L. Volling, and Rachel Barr. (2018). Fathers Are Parents, Too! Widening the Lens on Parenting for 
Children’s Development. Child Development Perspectives, 12(3), 152-157.　より抜粋
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【問１】　�下線部①、②は、それぞれどのような影響と考えられていますか？本文の内容を整理して簡潔に説明してください。

　①　direct effects

�

�

�

　②　indirect effects

�

�

�

【問２】　�父親が子どもと同居していない場合、子どもの発達にはどんな影響があると考えられていますか？本文の内容に即して説
明してください。

�

�

�

�

【問３】　この文章のタイトルとして最も適切なものを a ～ d から１つ選んでください。

a．Why are fathers still absent from parenting research.

b．Conceptualizing fathers as part of family systems.

c．How do fathers matter for children?

d．New approaches to measuring father ‐ child relationships in contemporary families.

�問題２ �　以下の英文を全て日本語に訳してください。

Most teenagers are chronically sleep deprived. One strategy proposed to lengthen adolescent sleep is to delay 
secondary school start times. This would allow students to wake up later without shifting their bedtime, which is 
biologically determined by the circadian clock, resulting in a net increase in sleep. So far, there is no objective 
quantitative data showing that a single intervention such as delaying the school start time significantly increases 
daily sleep. The Seattle School District delayed the secondary school start time by nearly an hour. We carried 
out a pre-/post-research study and show that there was an increase in the daily median sleep duration of 34 min, 
associated with a 4.5% increase in the median grades of the students and an improvement in attendance.

出典：�Gideon P. Dunster, Luciano de la Iglesia, Miriam Ben-Hamo, Claire Nave, Jason G. Fleischer, Satchidananda Panda and Horacio O. 
de la Iglesia (2018). Sleepmore in Seattle: Later school start times are associated with more sleep and better performance in high 
school students. Science Advances. http://advances.sciencemag.org/content/4/12/eaau6200.
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�問題１ �の解答例

【問１】
①　�対象関係論や自己心理学の出現とともに，より早期の発達の問題に注目が移り，重要な発達段階と

してのエディプス・コンプレックスが無視されることが多くなった。

②　�このコンプレックスは，初めは 3 才から 5 才の間に生じ、性に関する 3 つの論文（フロイト , 
1905/1953）の中で，幼児性欲は異性の親に向けられた性器的衝動が優位に達した状態であると彼
によって説明された。

③　�臨床家が常に正しく理解しているとは限らないが，不安の主要な源泉としての完成されたエディプ
ス・コンプレックスと内的葛藤が関連しており，そのことは今日においても 100 年前にフロイトが
最初に提案した時と変わらない。

【問２】
親密になろうとすると不安が起きるが，この不安はもともと精神分析の焦点であった。エディプス・コ
ンプレックスは，異性の親に向けられた性器的衝動で，同性の親への殺人願望と去勢不安が伴う。エディ
パルな渇望は，幼児期に兄弟などの他者に置き換えられる。不安の源泉としてのエディプス・コンプレッ
クスが内的葛藤に関連していることは 100 年前と変わらない。

�問題 2 �の解答例

【問１】
（1）共通の「敵」である怒りに立ち向かうために，子供との協力関係を引き続き築いていくこと。
（2）子供が自分自身の怒りとそれに続く攻撃行動の性質をよりよく理解するのを助けること。
（3）怒りを掻き立てる反応連鎖の早い段階で，認知・情動・行動の関連性を素早く見抜くこと。
（4）�怒り・攻撃性反応パターンの「引き金」となる具体的な環境刺激または問題の特定と認識を続ける

こと。

【問２】
クライエントは怒りや攻撃的反応の引き金となる「問題」（人や状況）に翻弄されるか「操られる」無
力な被害者ではなく、自分で攻撃的に振る舞うか否かを選択し，怒りをコントロールすることができる
こと。

【問３】
③　（　キ　）：日本語訳 【　出来事，経験（賦活事象）　　】
④　（　コ　）：日本語訳 【　信念　　　　　　　　　　　 】
⑤　（　ス　）：日本語訳 【　結果（としての感情・行動）　】

■ 1 期
　● 英語

【解答】
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�問題 1 � 

評価の視点

1．�生きることの促進要因として、適切なものが挙げられていること。（自殺総合対策大綱には、「自己

肯定感や信頼できる人間関係、危機回避能力等」が挙げられているが、これらを含め、促進要因と

して適切なものが挙げられていること）

2．�それらを高める、増やすために心理職としてできる現実的な方略が述べられていること。（心理職の

役割や技能、心理学の理論や技法を踏まえ、促進要因を高める、増やす内容であること。）

3．論理の正しい日本語で書かれていること。

＜参考＞厚生労働省ホームページ：

自殺総合対策大綱～誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して～

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000172203.html

■ 1 期
　● 小論文

■ 1 期
　● 専門科目
�問題 1 � の解答

① インフォームド・コンセント
（関係行政論・保健医療）

⑥ クレッチマー
（人格心理学）

② キューブラー・ロス 
（精神医学）

⑦ ピグマリオン効果
（教育心理学）

③ フラッシュバック、再体験、追体験（精神医学） ⑧ スリーパー効果
（社会心理学）

④ アンダーマイニング効果
（発達心理学）

⑨ 参与観察
参与しながらの観察
（臨床心理学）

⑤ ストレンジ・スチュエーション法（メソッド）、
新奇場面法（発達心理学）

⑩ 検定力
（心理統計）
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�問題 2 � の解答例
（1）ビッグ・ファイブ（ Big.5 ）
　　�因子分析に基づく多くの研究から得られた、人格の５つの特性次元。マックレーとコスタによれば
「外向性」「調和性」「誠実性」「神経症的傾向」「経験への開放性」の５つの因子次元が提唱され、
近年では脳機能との関連付けが議論されている。

（2）ストローク （ stroke ）
　　�「相手の存在を認める働きかけ」（承認）の単位を表すためにバーンが導入した交流分析の用語。身
体的、言語的、非言語的あるいは、肯定的、否定的、様々なストロークの交換によって承認欲求は
満たされ、対人関係は安定したものになる。

（3）構成概念妥当性 （ Construct validity ）
　　�心理尺度の「解釈の適切性」を表す用語で、当該の心理尺度が目的とする概念を適切に測定してい
るかを、関連尺度との相関関係で確認（裏取り）しようとする方法である。

（4）自己感（ sense of self ）
　　�自己感とは、様々な体験を組織化していく中心として、他から区別された行為主体として自分自身
を感じる主観的な感覚のこと。スターン（Stern,1985）は、言語的に自己を構成するまでの自己感を、
新生自己感・中核自己感・主観的自己感・言語的自己感に分けて記述した。

（5）アサーティブトレーニング （ assertive training ）
　　�自己主張のできない個人の不安レベルを軽減させることを目的として、セイルター（1949）が導入
したトレーニング。ここでいう自己主張とは「従順でも攻撃的でもない、他者に対する強く適切な
反応」である。

�問題 3 � の解答と解答例

（１）
①　ない
②　私的自己意識
③　有意（な）差
④　公的自己意識
⑤　日記を書いた経験のない者に比べて私的自己意識が高い

（２）
対応のある検定とは、被験者が同じ２つの標本データで得られた平均値の差が、母集団でも差として認
められるかどうかを検定する方法。なお、母集団が正規分布に従うと仮定したパラメトリック検定の一
種である。

（３）
・男女間の調査協力者数に偏りがみられること。
・大学生のみに調査を実施していること。

（４）
日記を書くことで私的自己意識が高まることを明らかにするためには、RCTの手法を用い、調査協力
者をランダムに日記を書く群（介入群）、書かない群（統制群）に分け、介入前後で私的自己意識を測
定する尺度に解答を求める必要がある。データは２要因分散分析で解析する。
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�問題 1 � の解答例

【問１】
全体としては 9/11 の 14 年後も，参加者の 13％は今なお PTSDの症状を有しており，そのうちの 68％
は抑うつも報告していた。PTSDであった参加者は皆，精神症状がなかったり抑うつのみを報告して
いた参加者よりも 9/11 の出来事に対し，有意に強く曝露されていたのは驚くべきことではない。また
PTSDと抑うつの双方を報告した参加者はそうでなかった参加者よりも低い自己効力感を感じていた。
彼らは他の参加者よりも有意にアルコールを乱用する傾向があり，生活の質が低く，同様に身体的も不
活発であった。

【問 2】
トラウマに曝露された後のストレス要因。特に社会的支援が不足していること。

【問 3】
PTSDや抑うつそれぞれに適した治療は，双方を合併している事例には有効ではないかもしれない。孤
立し社会的支援が不十分なことは抑うつを悪化させるので，自己効力感を高めることは重要だろう。被
害者全員に有効な単一の治療法は多分存在しない。それぞれの被害者が持つさまざまな症状に対する治
療法が選択されるべきだろう。

�問題 2 � の解答例

【問１】
インフォームド・コンセントは心理学者が実践するすべての臨床現場または役割における倫理的ケアの
礎である。

【問２】
a．（　×　）
b．（　○　）
c．（　○　）

【問３】
青少年が彼らの価値観や経験（歴史、経歴）に従って行動する能力、そして自発性と強制されない（非
強制的な）決断を下す能力を意味している。

【問４】
● 臨床医によって提供された関連情報を理解すること
● 合理的な思考をすること
● 決断の意味と予想される結果を理解すること
● 治療の好みや選択を伝えること

■ 2 期
　● 英語
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【正答基準】

①　「多様なニーズ」「多様な援助者」などについて述べていること。

②　当事者（本人）、家族を含んでいること。

③　�心理学の知識・スキルを活用した、心理社会面・生活面に関するアセスメント、心理支援、関係者
支援などに述べていること。

④　�守秘義務と情報共有の課題、コーディネーション（コーディネーター）などについてふれていること

�問題 1 � の解答

① 愛着（アタッチメント） ⑥ 解離
② 結晶性知能 ⑦ 海馬
③ ゲートキーパー ⑧ プレグナンツの法則（簡潔化の法則）
④ 実行機能（遂行機能） ⑨ 縦断的研究
⑤ 成長欲求（needs of growth） ⑩ アレキシシミア（alexithymia）

アレキシサイミア（失感情症、失感情言語症、
失感情言語化障害）

�問題 2 � の解答例

（1）MMPI
　　�ミネソタ多面人格目録。ハサウェイ，S. R. とマッキンレー，J. C. が精神医学的診断の客観的ツー

ルとして開発した質問紙による人格検査。550 問から構成される。精神病理を査定する 10 の臨床
尺度と，被検者の受検態度を査定する 4つの妥当性尺度が含まれる。

� （心理アセスメントハンドブック・臨床心理学辞典を参照）

（2）移行対象（ transitional object ）
　　�毛布やぬいぐるみなど乳幼児が特別の愛着を寄せるようになる，主に無生物の対象。ウィニコット，

D.W. が提唱した。主観的で母子未分化な状態から，客観的で分化した状態への移行を促す。母親との
分離などのストレスフルな状況下で，子の情緒を鎮静化させる役割も果たす。�（心理学辞典を参照）

■ 2 期
　● 小論文

■ 2 期
　● 専門科目
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（3）児童虐待（ child　abuse ）
　　�保護者が児童に対して，人権を侵害し，健全な心身の成長及び人格形成を妨げるすべての行為を指

す。身体的虐待，ネグレクト，性的虐待，心理的虐待の 4つに分類される。
� （厚生労働省HP，児童虐待防止法を参照）

（4）ピア・カウンセリング（peer counseling ）
　　�ピアとは同等の人・仲間の意味。学生同士のような、カウンセリングを専門としない、年齢や地位、
経験などが等しい者の間で悩みや不安を話し、共感的に聞き合いながら、解決策を見出していくこ
と。� （学校教育相談カウンセリング事典を参照）

（5）観察学習 ( observational learning )
　　�自ら直接に経験したり，外部から強化を受けなくとも，他者（モデル）の行動を観察するだけで，
その反応を習得すること。バンデューラ，A. が提唱した社会的学習理論の中心概念で，モデリン
グとも呼ばれる。� （心理学辞典を参照）

�問題 3 � の解答例

【問１】
①　安全性と有効性
②　全数調査
③　母集団
④　無作為抽出
⑤　アフリカ系アメリカ人
⑥　層化抽出法

【問２】
本治験での対立仮説は，「本治療薬の投与は，プラセボ投与と比べて，ベースラインからの入眠効果や
睡眠持続時間に差がある」である。プラセボを投与した群，低用量の本治療薬を投与した群，高用量の
本治療薬を投与した群の 3水準と，ベースラインおよび 1か月の投与，3ヶ月の投与を対応のある３水
準とし，従属変数（目的変数）を入眠時間や睡眠持続時間とした分析を行うことで，対立仮説を検証する。

【問３】
この治験の課題は，治験参加者の多様性を拾い切れていなかったことにある。睡眠の問題は，年齢とも
関連し，高齢になればなるほど睡眠の問題が生じやすいことが言われている。人生 100 年時代と言われ
る現代において，80 歳以上の高齢の原発性不眠症患者を，母集団の構造を意識して，治験参加者とし
て抽出することが，今後の課題となるだろう。
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　博士後期課程の入学試験では、「高度の心理支援の専門家」として実践し研究する能力のある人材を

養成するため、心理支援に関する基本的な能力を有し、心理支援を学問として支える臨床心理学ならび

にそれに関連する分野の知識を有しているかについて検討する。さらに、面接（口述試験）では、上記

の分野の研究に熱意と強い意志を持っているかも併せて検討する。

　今年度はそれぞれ以下のような意図に基づき、作成・出題された。専門科目は、英文の全訳または大

意の理解を前提とした試験となっているため、正答は公表していない。

【専門科目（英語を含む）】

　1．英文の読解および英訳，論述する能力があるかを問うた。また、臨床心理学に関する知識を問うた。

　2．広範な領域から，重要かつ基本的な用語の知識があるかを問うた。

　3．�臨床、人格、発達、教育、学校心理学等の各領域に渡り，重要かつ基本的な用語の知識および論

述する能力があるかを問うた。

　4．研究に関する重要で基本的な知識・論述する能力があるかを問うた。

【面接（口述試験）】

　研究計画についての実現可能性、研究に対する熱意と強い意志を有するかを検討する。

■博士後期課程　出題意図


